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高瀬神社 検索

只 今
春の婚礼
ご予約
受付中このバンケットホールでのご結婚披露宴のご予約を承っております。

お気軽にお問い合わせ、ご相談いただきますよう、お待ち申し上げます。

縁結びの神様に誓う

伝統の結婚式を挙げていただく、

一生に一度の日だからこそ、

一日一組のカップルの為だけに、

このバンケットは生まれました。

おもてなしバンケットホール
一日一組限定の

仕事内容　結婚式・披露宴でのサービス業をご担当いただきます
勤務時間　土・日・祝日／9:00～18:00の間（披露宴時間による）
勤 務 地　南砺市高瀬291　髙瀬神社内
給　　与　時給1,000円以上　研修30ｈは時給900円
待　　遇　制服貸与　食事手当500円

土・日・祝日の空いた月曜日だけ! 事前にシフトを決めて働きましょう!!
未経験者歓迎! 丁寧に教えます!

髙瀬神社  ブライダル事業部
℡（0763）82-1131  中井　面接随時・先ずはお電話を

月単位のシフト制なのであなたの都合に合わせて働けます

縁結びの神様のもとで幸せのお手伝いをしてみませんか
やさしいあなたの力を必要としています

越中一宮 髙瀬神社 ブライダル
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六
月
六
日
午
前
十
時
よ
り
、
山
頂

に
鎮
座
す
る
牛
嶽
社
で
「
開
山
祭
」

を
行
い
ま
し
た
。
遠
く
立
山
ま
で
見

通
せ
る
快
晴
の
下
、
砺
波
・
富
山
両

市
の
奉
賛
会
会
員
や
一
般
登
山
者
が

参
列
し
、
今
年
一
年
の
山
の
平
安
と

入
山
者
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

※
牛
嶽
社
は
標
高
九
八
七
メ
ー
ト
ル
に

鎮
座
し
、
当
神
社
の
奥
宮
と
称
さ

れ
、
牛
に
乗
っ
た
「
大
国
主
命
像
」

が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　
四
月
十
日
午
前
十
時
よ
り
、
満
開

の
桜
の
花
の
も
と
「
春
季
祭
」
を
斎

行
し
ま
し
た
。
神
社
役
員
・
氏
子
・

農
協
の
関
係
者
な
ど
、
約
三
十
名
が

参
列
し
、
め
ぐ
り
来
た
春
を
喜
び
、

感
謝
し
つ
つ
、
世
の
中
の
平
安
を
祈

り
ま
し
た
。

　
式
中
、「
浦
安
の
舞
」
が
奉
奏
さ

れ
、参
列
者
全
員
で
「
越
中
一
宮 

髙

瀬
神
社
奉
賛
歌
」を
奉
唱
し
ま
し
た
。

　
祭
典
後
、
篤
志
奉
納
者
に
感
謝
状

と
記
念
品
を
授
与
し
ま
し
た
。

【
篤
志
奉
納
者
】

　
「
大
型
テ
レ
ビ
」

　
　 

寺
西
　
清
子 

殿
（
白
寿
記
念
）

　
　 

寺
西
　
友
則 

殿
（
喜
寿
記
念
）

　
「
本
殿
木
階
下
門
帳
」
一
条

　
　 

三
谷
千
津
子 

殿
（
還
暦
記
念
）

　
季
節
の
移
ろ
い
は
早
く
、
つ
い

最
近
、
新
芽
だ
っ
た
木
々
の
葉
は

す
っ
か
り
濃
い
緑
と
な
り
、
里
山

に
吹
く
夏
の
風
に
揺
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
移
り
ゆ
く
自
然
を
感
じ
な

が
ら
朝
夕
、
里
山
の
中
腹
に
鎮
ま

り
ま
す
氏
神
さ
ま
へ
お
参
り
し

て
、
朝
は
氏
子
崇
敬
者
の
多
幸
と

世
の
中
の
安
寧
を
祈
り
、
夕
べ
に

は
今
日
一
日
の
ご
守
護
に
感
謝
を

し
て
終
業
す
る
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
時
に
珍
し
い
こ
と
に
遭
遇

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
早
朝
の
境
内
。
可
愛
い
声
で

子
を
呼
ぶ
羚
羊
（
カ
モ
シ
カ
）
の

鳴
き
声
が
し
て
、
ど
こ
か
ら
と
も

な
く
子
ど
も
が
出
て
き
て
、
親
子

仲
良
く
山
へ
帰
っ
て
行
く
姿
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
山
沿
い

の
神
社
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
じ

地
域
に
住
む
ご
近
所
さ
ん
だ
っ
た

こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
自
宅
の
下
手
に
小
さ

な
畑
を
耕
し
て
お
り
、
現
在
、
茄

子
・
胡
瓜
・
ト
マ
ト
・
生
姜
・
里

芋
・
葱
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
イ
ノ
シ
シ
除
け
の
電
気
柵

も
山
裾
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
夜
に
な
る
と
山
か
ら
狸
な

ど
が
出
て
き
て
食
べ
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
丹
精
込
め

て
作
る
野
菜
で
す
が
、
彼
ら
も
生

き
て
い
く
た
め
に
必
死
な
の
だ
ろ

う
と
思
う
と
分
け
て
あ
げ
て
も
良

い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
数
年

前
、
庭
の
柿
の
実
が
熟
し
た
頃
、

熊
が
出
て
来
て
木
の
上
に
熊
棚
を

作
り
、
そ
こ
に
腰
掛
け
て
柿
の
実

を
充
分
に
食
べ
て
山
へ
帰
っ
て
行

く
と
い
う
騒
ぎ
が
あ
り
、
新
聞
に

も
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私

の
子
供
の
頃
は
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
学
校

五
年
生
の
時
、
祖
父
や
父
か
ら
、

神
職
家
を
継
ぐ
の
な
ら
山
の
氏
子

の
春
祭
、
秋
祭
を
奉
仕
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
、
装
束
の

入
っ
た
カ
バ
ン
を
背
中
に
担
い

で
、
往
復
二
十
数
キ
ロ
の
山
道
を

一
人
で
ト
ボ
ト
ボ
と
歩
き
、
氏
子

さ
ん
の
家
に
泊
ま
り
な
が
ら
数
日

か
け
て
祭
を
奉
仕
し
た
こ
と
を
思

い
出
し
、
山
道
で
熊
に
遭
遇
し
な

か
っ
た
こ
と
を
今
さ
ら
な
が
ら
神

様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
現
在
は

車
で
行
き
ま
す
の
で
、
道
中
、
何

が
出
て
き
て
も
怖
い
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
身
近
に
あ
る
自
然
の

様
子
が
何
か
変
わ
っ
て
き
て
い
る

と
思
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

私
が
子
供
の
頃
の
自
然
の
姿
と
今

の
自
然
の
姿
、
出
来
事
は
違
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
自
然
界
に
は
多
種
多
様
の
動
植

物
が
生
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は

妥
協
は
な
く
、
精
一
杯
生
き
て
い

ま
す
。
一
匹
の
動
物
が
生
き
る
た

め
に
努
力
を
し
、
自
分
で
自
分
の

命
を
守
る
こ
と
、
そ
の
方
法
を
考

え
て
行
動
し
て
い
ま
す
。
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
身
に
つ
い
て
い
る

こ
と
、
親
に
教
え
て
も
ら
う
こ
と

な
ど
次
々
に
学
ん
で
ゆ
く
の
で

し
ょ
う
。
最
近
、
山
の
動
物
た
ち

の
行
動
が
変
化
し
て
き
た
と
い
う

こ
と
は
、
動
物
た
ち
も
今
ま
で
の

生
活
様
式
を
変
え
て
、
「
生
き

る
」
こ
と
に
更
に
真
剣
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
。
そ
れ
に
比
べ
て
人
間
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
日
々
の
生
活
に
お

い
て
、
他
人
頼
み
の
こ
と
が
多

く
、
自
分
自
身
の
力
や
責
任
で
出

来
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
間

に
は
知
恵
が
あ
り
、
言
葉
が
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
備
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
自
分
一
人
で
出
来
る
こ
と
が

少
な
い
な
ら
ば
、
お
互
い
に
生
き

る
た
め
の
助
け
合
い
や
協
力
な

ど
、
共
に
生
き
る
方
法
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
は
全
国
各
地
で
自
然
災
害

が
発
生
し
て
大
変
な
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
天
気
ま
で
は
人
間
の

力
で
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ま
で
長
い
年
月
、
自
然

の
営
み
の
中
で
私
た
ち
は
生
活
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
数
々
の

試
練
が
訪
れ
て
、
そ
れ
を
我
々
の

祖
先
は
知
恵
を
出
し
て
克
服
し
、

生
き
て
き
ま
し
た
。
ご
先
祖
様
た

ち
が
感
じ
た
よ
う
に
、
神
様
が

日
々
の
生
活
を
見
つ
め
、
我
々
を

取
り
巻
く
環
境
の
な
か
で
、
毎
日

の
喜
び
と
反
省
、
努
力
や
苦
労
克

服
の
方
法
を
教
え
て
下
さ
る
と
信

じ
、
自
身
の
持
て
る
力
を
精
一
杯

発
揮
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
豊
か

な
生
活
、
生
き
が
い
を
掴
む
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
試
練
が
訪

れ
た
と
感
じ
た
と
き
は
、
自
分
が

試
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
ど
う

生
き
て
ゆ
く
か
と
い
う
こ
と
が
将

来
の
幸
に
つ
な
が
る
と
思
う
の
で

す
。

　
第
六
十
八
回 

全
国
植
樹
祭
御
臨
席
の
た
め
、
五
月
二
十
七
日

か
ら
二
十
九
日
ま
で
県
内
に
行
幸
啓
遊
ば
さ
れ
た
天
皇
皇
后
両

陛
下
。
こ
の
た
び
の
行
幸
啓
に
あ
た
り
、
旧
官
国
幣
社
及
び
旧

指
定
護
國
神
社
に
幣
饌
料
を
お
供
え
さ
れ
る
旨
仰
せ
出
さ
れ
、

二
十
七
日
、
富
山
市
内
の
行
在
所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
神
社
で
は
二
十
八
日
午
前
八
時
半
よ
り
、
責
任
役
員
・
相

談
役
・
高
瀬
区
長
参
列
の
も
と
「
幣
饌
料
御
奉
献
奉
告
祭
」
を
大

祭
式
に
て
斎
行
し
、
謹
ん
で
御
神
前
に
奉
奠
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
六
月
七
日
に
は
宮
司
が
皇
居
へ
御
礼
の
御
記
帳
に
参
り
ま
し
た
。

幣
饌
料
御
奉
献
奉
告
祭

社
頭
講
話

「
自
然
の
中
で
生
き
る
」

宮

　司  

藤
井
秀
弘

祭  

事  

暦

春
季
祭
（
大
祭
）

御
神
山「
牛
嶽
」開
山
祭

本殿木階下門帳
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へ
帰
っ
て
行

く
と
い
う
騒
ぎ
が
あ
り
、
新
聞
に

も
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私

の
子
供
の
頃
は
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
学
校

五
年
生
の
時
、
祖
父
や
父
か
ら
、

神
職
家
を
継
ぐ
の
な
ら
山
の
氏
子

の
春
祭
、
秋
祭
を
奉
仕
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
、
装
束
の

入
っ
た
カ
バ
ン
を
背
中
に
担
い

で
、
往
復
二
十
数
キ
ロ
の
山
道
を

一
人
で
ト
ボ
ト
ボ
と
歩
き
、
氏
子

さ
ん
の
家
に
泊
ま
り
な
が
ら
数
日

か
け
て
祭
を
奉
仕
し
た
こ
と
を
思

い
出
し
、
山
道
で
熊
に
遭
遇
し
な

か
っ
た
こ
と
を
今
さ
ら
な
が
ら
神

様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
現
在
は

車
で
行
き
ま
す
の
で
、
道
中
、
何

が
出
て
き
て
も
怖
い
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
身
近
に
あ
る
自
然
の

様
子
が
何
か
変
わ
っ
て
き
て
い
る

と
思
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

私
が
子
供
の
頃
の
自
然
の
姿
と
今

の
自
然
の
姿
、
出
来
事
は
違
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
自
然
界
に
は
多
種
多
様
の
動
植

物
が
生
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は

妥
協
は
な
く
、
精
一
杯
生
き
て
い

ま
す
。
一
匹
の
動
物
が
生
き
る
た

め
に
努
力
を
し
、
自
分
で
自
分
の

命
を
守
る
こ
と
、
そ
の
方
法
を
考

え
て
行
動
し
て
い
ま
す
。
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
身
に
つ
い
て
い
る

こ
と
、
親
に
教
え
て
も
ら
う
こ
と

な
ど
次
々
に
学
ん
で
ゆ
く
の
で

し
ょ
う
。
最
近
、
山
の
動
物
た
ち

の
行
動
が
変
化
し
て
き
た
と
い
う

こ
と
は
、
動
物
た
ち
も
今
ま
で
の

生
活
様
式
を
変
え
て
、
「
生
き

る
」
こ
と
に
更
に
真
剣
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
。
そ
れ
に
比
べ
て
人
間
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
日
々
の
生
活
に
お

い
て
、
他
人
頼
み
の
こ
と
が
多

く
、
自
分
自
身
の
力
や
責
任
で
出

来
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
間

に
は
知
恵
が
あ
り
、
言
葉
が
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
備
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
自
分
一
人
で
出
来
る
こ
と
が

少
な
い
な
ら
ば
、
お
互
い
に
生
き

る
た
め
の
助
け
合
い
や
協
力
な

ど
、
共
に
生
き
る
方
法
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
は
全
国
各
地
で
自
然
災
害

が
発
生
し
て
大
変
な
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
天
気
ま
で
は
人
間
の

力
で
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ま
で
長
い
年
月
、
自
然

の
営
み
の
中
で
私
た
ち
は
生
活
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
数
々
の

試
練
が
訪
れ
て
、
そ
れ
を
我
々
の

祖
先
は
知
恵
を
出
し
て
克
服
し
、

生
き
て
き
ま
し
た
。
ご
先
祖
様
た

ち
が
感
じ
た
よ
う
に
、
神
様
が

日
々
の
生
活
を
見
つ
め
、
我
々
を

取
り
巻
く
環
境
の
な
か
で
、
毎
日

の
喜
び
と
反
省
、
努
力
や
苦
労
克

服
の
方
法
を
教
え
て
下
さ
る
と
信

じ
、
自
身
の
持
て
る
力
を
精
一
杯

発
揮
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
豊
か

な
生
活
、
生
き
が
い
を
掴
む
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
試
練
が
訪

れ
た
と
感
じ
た
と
き
は
、
自
分
が

試
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
ど
う

生
き
て
ゆ
く
か
と
い
う
こ
と
が
将

来
の
幸
に
つ
な
が
る
と
思
う
の
で

す
。

　
第
六
十
八
回 

全
国
植
樹
祭
御
臨
席
の
た
め
、
五
月
二
十
七
日

か
ら
二
十
九
日
ま
で
県
内
に
行
幸
啓
遊
ば
さ
れ
た
天
皇
皇
后
両

陛
下
。
こ
の
た
び
の
行
幸
啓
に
あ
た
り
、
旧
官
国
幣
社
及
び
旧

指
定
護
國
神
社
に
幣
饌
料
を
お
供
え
さ
れ
る
旨
仰
せ
出
さ
れ
、

二
十
七
日
、
富
山
市
内
の
行
在
所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
神
社
で
は
二
十
八
日
午
前
八
時
半
よ
り
、
責
任
役
員
・
相

談
役
・
高
瀬
区
長
参
列
の
も
と
「
幣
饌
料
御
奉
献
奉
告
祭
」
を
大

祭
式
に
て
斎
行
し
、
謹
ん
で
御
神
前
に
奉
奠
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
六
月
七
日
に
は
宮
司
が
皇
居
へ
御
礼
の
御
記
帳
に
参
り
ま
し
た
。

幣
饌
料
御
奉
献
奉
告
祭

社
頭
講
話

「
自
然
の
中
で
生
き
る
」

宮

　司  

藤
井
秀
弘

祭  

事  

暦

春
季
祭
（
大
祭
）

御
神
山「
牛
嶽
」開
山
祭

本殿木階下門帳
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六
月
十
日
午
前
十
時
よ
り
、
農
作

物
が
虫
害
の
影
響
な
く
豊
作
に
な
る

よ
う
祈
念
す
る
祈
年
穀
祭
を
斎
行
し

ま
し
た
。

　
祈
年
穀
祭
の
起
源
は
、
飛
鳥
時

代
、
深
刻
な
病
虫
害
が
農
作
物
に
多

大
な
被
害
を
与
え
て
い
た
こ
と
に
因

り
ま
す
。
こ
の
事
態
を
重
く
見
ら
れ

た
天
武
天
皇
は
、
勅
使
を
遣
わ
さ

れ
、
病
虫
害
の
収
束
と
豊
作
を
祈
願

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
が
祈
年

穀
祭
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

祈
年
穀
祭
（
大
祭
）

　
天
候
に
恵
ま
れ
た
五
月
二
十
日
、
南
砺
市
北
市
の
献
穀
田
で
「
御
田

植
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
勢
の
関
係
者
が
見
守
る
中
、
早
乙
女
姿
の
女
子
中
学
生
五
名
が
、

松
井
竜
也
氏
よ
り
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
苗
を
受
け
取
り
、
心
を
込
め
丁

寧
に
植
え
ま
し
た
。

　
九
月
中
旬
に
は
「
抜
穂
祭
」
を
行
い
、

収
穫
し
た
稲
は
「
懸
税
」
と
し
て
伊
勢
の

神
宮
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

献
穀
田
だ
よ
り

　
四
月
八
日
午
前
九
時
よ
り
、「
金
婚
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
祭
典

前
に
は
、
高
瀬
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
藤
井
正
雄
会
長
）
会
員
の

皆
様
に
よ
る
、
境
内
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
清
掃
後
、
本
殿
に
て
金
婚
祭
を
斎
行
。
会
員
の
健
康
長
寿
を
祈
念

し
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
、
続
い
て
巫
女
に
よ
る
浪
連
神
楽
「
吾
妻
」

が
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
祭
典
後
、
会
員
の
皆
様
を
迎
え
、
参
集
殿
に
て

宮
司
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

金
婚
祭

「
御
田
植
祭
」
斎
行

奉
耕
者

　松
井
竜
也
氏

　
　
　
　井
波
地
域
中
核
農
業
士
協
議
会
（
岩
倉
和
弘
会
長
）

杉
下
　
愛
華
さ
ん
（
中
学
生
）

川
田
安
希
穂
さ
ん
（
中
学
生
）

池
田
　
朱
里
さ
ん
（
中
学
生
）

長
谷
川
　
樹
さ
ん
（
中
学
生
）

山
田
　
美
弥
さ
ん
（
中
学
生
）

早
乙
女
奉
仕
者

南
砺
市
高
瀬

石
橋
　
勇

　
　
　
和
子
　 

ご
夫
妻

　
　
　
　
　 

（
千
歳
会
）

小
西
　
政
寛

　
　
　
阿
佐
子 

ご
夫
妻

　
　
　
　
　 

（
千
歳
会
）

田
邉
　
義
男

　
　
　
茂
子
　 

ご
夫
妻

　
　
　
　
　 

（
千
歳
会
）

傍
田
　
敏
男

　
　
　
香
津
子 

ご
夫
妻

　
　
　
　
　 

（
千
歳
会
）

金
婚
者

　
祭
典
で
は
、
古
式
に
則
り
御
神
火

を
灯
し
、
宮
司
祝
詞
奏
上
に
続
き
、

砺
波
地
区
農
業
協
同
組
合
協
議
会
か

ら
の
幣
帛
が
供
え
ら
れ
、
参
向
使
の 

福
光
野
農
業
協
同
組
合
常
務
理
事 

森
田
憲
二
氏
に
よ
る
祭
文
が
奏
上
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
殿
祭
典
後
、
奉
仕
員
・
参
列
者

全
員
が
向
拝
に
整
列
し
、
御
神
火
に

拝
礼
し
、
本
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
功
霊
殿
胴
長
太
鼓
張
替
一

式
を
奉
納
さ
れ
た
藤
井
義
雄
氏
（
当

神
社
相
談
役
）
に
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

【
篤
志
奉
納
者
】

　
「
功
霊
殿
胴
長
太
鼓
張
替
一
式
」

　
　
髙
瀬
神
社
相
談
役

　
　
藤
井 

義
雄 
氏
（
米
寿
記
念
）

神輿巡渡御行程
なんと農業協同組合

福光農業協同組合

いなば農業協同組合

となみ野農業協同組合

　
六
月
十
二
日
に
は
、
神
輿
と
御
神

火
が
砺
波
地
区
の
各
農
業
協
同
組
合

本
店
を
巡
行
し
ま
し
た
。
各
農
協
に

お
い
て
組
合
長
以
下
職
員
総
出
で
神

輿
を
迎
え
、
本
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈

念
し
ま
し
た
。
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店
を
巡
行
し
ま
し
た
。
各
農
協
に

お
い
て
組
合
長
以
下
職
員
総
出
で
神

輿
を
迎
え
、
本
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈

念
し
ま
し
た
。
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案
内

　
歯
固
め
石

　
当
神
社
で
は
、
お
食
い
初
め
の
石

「
歯
固
め
石
」を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
社
務
所
へ
お
声
が

け
下
さ
い
。

※「
歯
固
め
の
石
」と
は

　
生
後
百
日
頃
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
が
生
え

は
じ
め
る
時
期
で
す
。
お
食
い
初
め
の
行
事

で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
石
の
よ
う
に
丈
夫
な
歯

が
生
え
る
事
を
願
う
「
歯
固
め
の
儀
」
を
行

い
ま
す
。
こ
の
「
歯
固
め
の
儀
」
で
使
わ
れ

る
石
の
事
を
、

「
歯
固
め
石
」

と
言
い
ま
す
。

は
　が
た
　
　
い
し

八
乙
女
山
風
神
堂
遷
座
祭

『
全
国
一
の
宮
御
朱
印
帳

　　　特
製
巾
着
袋
』の
授
与

　
石
岡
庄
五
郎
命
は
、
旧
高
瀬
村

（
現
富
山
県
南
砺
市
高
瀬
）
の
海

軍
軍
人
で
す
。
昭
和
十
八
年
（
一

九
四
三
）
五
月
に
舞
鶴
海
兵
団
に

入
団
、
第
十
二
分
隊
七
教
班
に
所

属
し
、
駆
逐
艦
「
藤
波
」
に
乗
艦

し
、
大
東
亜
戦
争
を
戦
わ
れ
ま
し

た
。

　
石
岡
庄
五
郎
命
は
、
前
号
の

「
髙
瀬
神
社
の
思
い
出
」
を
寄
稿

下
さ
っ
た
石
岡
政
清
氏
の
兄
君
に

当
り
、
こ
の
度
お
話
を
伺
う
機
会

を
得
ま
し
た
。
石
岡
庄
五
郎
命

は
、
大
正
十
二
年
、
石
岡
幸
次
郎

の
長
兄
と
し
て
生
ま
れ
、
出
征
前

に
は
当
地
方
の
井
波
郵
便
局
に
勤

め
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
神
社
の
社
務
日
誌
に
は
、
昭

和
十
八
年
四
月
二

十
四
日
午
後
五
時

に
、
近
隣
の
集
落

の
応
召
者
十
一
名

と
と
も
に
奉
告
祈

願
祭
を
斎
行
し
た

記
録
が
あ
り
、
翌

月
よ
り
舞
鶴
に
赴

か
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
十
八
年
五
月
三
日

五
月
一
日
午
後
二
時
九
分
出
奔

石
岡
庄
五
郎
入
団
餞
別
帳

舞
鶴
海
兵
団
入
団

逓
信
報
国
団
井
波
班

高
瀬
村
各
種
団
体
　
高
瀬
村
役
場

富
山
県
知
事
　
　
　
中
道
才
一
郎

松
原
寺
太
郎
　
　
　
中
西
幸
一
郎

片
山
嘉
一
郎
　
　
　
吉
田
　
正
平

吉
田
　
辰
蔵
　
　
　
樫
葉
　
久
代

野
守
　
善
蔵
　
　
　
石
岡
　
篤
治

吉
田
仙
太
郎
　
　
　
傍
田
清
一
郎

中
島
弥
一
郎
　
　
　
寺
西
　
利
八

岩
倉
　
清
一
　
　
　
傍
田
　
鉄
男

岩
倉
与
三
郎
　
　
　
藤
井
　
友
一

古
川
　
勇
作
　
　
　
前
川
　
敬
三

藤
井
　
朔
郎
　
　
　
高
橋
　
武
智

岩
倉
　
文
夫
　
　
　
岩
倉
栄
太
郎

本
田
　
　
弘
　
　
　
松
下
　
正
男

吉
岡
　
正
雄
　
　
　
堀
田
　
敏
夫

納
村
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中
島
外
次
郎
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治
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友
会

中
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与
一
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吉
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平
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一
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与
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二
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岡
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久
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弘
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田
　
次
平
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徳

中
島
　
久
三
　
　
　
中
島
　
外
治

高
瀬
区
長
　
　
　
　
窪
田
　
政
吉

中
島
　
清
政
　
　
　
酒
井
　
修
二

楠
　
　
文
子
　
　
　
岩
倉
　
　
清

岩
倉
　
公
介
　
　
　
小
西
　
清
一

高
瀬
神
社
　
　
　
　
長
井
　
外
平

山
田
忠
一
郎
　
　
　
豊
川
　
善
次

岩
倉
弥
三
次
郎
　
　
野
守
清
二
郎

酒
泉
宗
太
郎
　
　
　
山
田
　
助
治

中
嶋
五
右
衛
門
　
　
田
邉
勝
二
郎

小
西
　
久
作
　
　
　
仏
厳
寺

柴
田
　
芳
次
　
　
　
永
井
理
三
郎

松
井
　
清
作
　
　
　
石
岡
　
清
治

石
岡
太
一
郎
　
　
　
小
西
　
又
市

松
井
久
太
郎

北
野
吉
松
　
　
小
川
　
栄
蔵

院
瀬
見
　
　
　
山
崎
平
一
郎

高
　
堀
　
　
　
浦
井
　
惣
一

森
　
清
　
　
　
木
下
　
喜
三

高
瀬
大
宮
司
　
石
岡
太
一
郎

田
　
屋
　
　
　
吉
田
由
太
郎

城
　
端
　
　
　
小
川
　
正
雄

井
口
村
広
安

今
井
常
右
衛
門

高
瀬
の
英
霊 

（
石
岡
庄
五
郎
命
）

（
魚
岸
一
弥 

記

）

海
兵
団
の
訓
練
は
大
変
厳
し
い
も

の
で
、
友
人
に
そ
の
こ
と
を
零
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
御
家
族
に
は
心
配
を
掛
け

ま
い
と
一
切
そ
う
し
た
こ
と
は
仰

ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
石
岡

家
に
は
、
入
団
後
も
御
家
族
と
連

絡
を
取
り
合
っ
た
軍
事
郵
便
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
文
面
に

も
、
「
小
生
も
益
々
元
気
で
軍
務

に
精
励
致
し
居
り
ま
す
か
ら
他
事

乍
ら
御
安
心
下
さ
い
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
同
家
に
は
、
入
団
に
当
り

関
係
団
体
、
近
隣
住
民
か
ら
の
餞

別
者
を
ま
と
め
た
帳
面
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
最
後
に

こ
ち
ら
を
紹
介
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ぼ

　
全
国
に
約
一
〇
〇
社
あ
る
「
一
の
宮
」。

古
く
か
ら
各
地
域
に
お
い
て
厚
く
信
仰
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
「
御
朱
印
」
は
、
こ
の

よ
う
な
神
社
を
参
拝
し
、
各
神
社
の
大
神

様
の
御
神
徳
を
い
た
だ
く
為
の
も
の
で

す
。
社
頭
で
は
、
五
月
よ
り
従
来
の
御
朱

印
帳
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
加
え
、
御
朱
印

帳
を
保
護
す
る
為
の
特
製
巾
着
袋
の
授
与

を
始
め
ま
し
た
。
お
参
り
の
際
、
実
際
に

手
に
と
っ
て
ご
覧
下
さ
い
。

　
六
月
四
日
、
八
乙
女
山
風
神
堂
遷

座
祭
を
行
い
ま
し
た
。
祭
典
当
日
、

御
遷
座
に
御
尽
力
さ
れ
た
方
々
を
始

め
、
こ
の
日
を
心
待
ち
さ
れ
た
崇
敬

者
、
約
百
名
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

遷
座
祭
後
、
例
年
の
通
り
風
神
堂
例

祭
を
斎
行
し
、
八
乙
女
山
風
神
太
鼓

の
奉
納
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

献
花
祭

　
六
月
十
七

日
午
前
十
時

よ
り
、「
第

四
十
三
回
高

瀬
遺
跡
菖
蒲

ま
つ
り
」
に

先
立
ち
、
献

花
祭
を
行
い

ま
し
た
。
祭

典
で
は
、
菖

蒲
の
花
が
神
前
に
供
え
ら
れ
、
高
瀬

遺
跡
菖
蒲
ま
つ
り
実
行
委
員
長
・
高

瀬
地
区
自
治
振
興
会
長
・
責
任
役
員

が
玉
串
拝
礼
を
行
い
ま
し
た
。

御
朱
印
帳
（
大
）

 

三
〇
〇
〇
円

御
朱
印
帳
（
小
）

 

一
〇
〇
〇
円

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

　

 

一
〇
〇
〇
円

新
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

　

 

一
〇
〇
〇
円

巾
着
袋
　

 

一
五
〇
〇
円

※

雲
立
涌
柄（
桃
色
）と
青
海
波
柄（
青
色
）の

　二
種
類
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
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人
に
そ
の
こ
と
を
零
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
御
家
族
に
は
心
配
を
掛
け

ま
い
と
一
切
そ
う
し
た
こ
と
は
仰

ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
石
岡

家
に
は
、
入
団
後
も
御
家
族
と
連

絡
を
取
り
合
っ
た
軍
事
郵
便
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
文
面
に

も
、
「
小
生
も
益
々
元
気
で
軍
務

に
精
励
致
し
居
り
ま
す
か
ら
他
事

乍
ら
御
安
心
下
さ
い
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
同
家
に
は
、
入
団
に
当
り

関
係
団
体
、
近
隣
住
民
か
ら
の
餞

別
者
を
ま
と
め
た
帳
面
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
最
後
に

こ
ち
ら
を
紹
介
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ぼ

　
全
国
に
約
一
〇
〇
社
あ
る
「
一
の
宮
」。

古
く
か
ら
各
地
域
に
お
い
て
厚
く
信
仰
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
「
御
朱
印
」
は
、
こ
の

よ
う
な
神
社
を
参
拝
し
、
各
神
社
の
大
神

様
の
御
神
徳
を
い
た
だ
く
為
の
も
の
で

す
。
社
頭
で
は
、
五
月
よ
り
従
来
の
御
朱

印
帳
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
加
え
、
御
朱
印

帳
を
保
護
す
る
為
の
特
製
巾
着
袋
の
授
与

を
始
め
ま
し
た
。
お
参
り
の
際
、
実
際
に

手
に
と
っ
て
ご
覧
下
さ
い
。

　
六
月
四
日
、
八
乙
女
山
風
神
堂
遷

座
祭
を
行
い
ま
し
た
。
祭
典
当
日
、

御
遷
座
に
御
尽
力
さ
れ
た
方
々
を
始

め
、
こ
の
日
を
心
待
ち
さ
れ
た
崇
敬

者
、
約
百
名
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

遷
座
祭
後
、
例
年
の
通
り
風
神
堂
例

祭
を
斎
行
し
、
八
乙
女
山
風
神
太
鼓

の
奉
納
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

献
花
祭

　
六
月
十
七

日
午
前
十
時

よ
り
、「
第

四
十
三
回
高

瀬
遺
跡
菖
蒲

ま
つ
り
」
に

先
立
ち
、
献

花
祭
を
行
い

ま
し
た
。
祭

典
で
は
、
菖

蒲
の
花
が
神
前
に
供
え
ら
れ
、
高
瀬

遺
跡
菖
蒲
ま
つ
り
実
行
委
員
長
・
高

瀬
地
区
自
治
振
興
会
長
・
責
任
役
員

が
玉
串
拝
礼
を
行
い
ま
し
た
。

御
朱
印
帳
（
大
）

 

三
〇
〇
〇
円

御
朱
印
帳
（
小
）

 

一
〇
〇
〇
円

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

　

 

一
〇
〇
〇
円

新
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

　

 

一
〇
〇
〇
円

巾
着
袋
　

 

一
五
〇
〇
円

※

雲
立
涌
柄（
桃
色
）と
青
海
波
柄（
青
色
）の

　二
種
類
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
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平
成
二
十
五
年
、
二
十
七
年
と
好

評
を
博
し
ま
し
た
島
根
県
の
伝
統
芸

能
「
大
土
地
神
楽
」
が
、
本
年
も
髙

瀬
神
社
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。

日
　時
　九
月
三
十
日
（
土
）

　
　
　
　午
後
五
時
か
ら

　
　
　
　
　
　観
月
祭

　
　
　
　午
後
六
時
か
ら

　
　
　
　
　
　大
土
地
神
楽
奉
納

場
　所
　髙
瀬
神
社
御
本
殿

名
　称
　
大
土
地
神
楽

　
　
　
　（
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）

保
持
者
　
大
土
地
神
楽
保
存
会
神
楽
方

所
在
地
　
島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
西

会
　長
　
桐
山
和
弘

会
員
数
　
三
十
二
名

　
　
　
　（
平
成
二
十
九
年
五
月
現
在
）

発
　足
　
約
三
百
年
前

概
　要
　
大
土
地
神
楽
は
、
古
く
か

ら
大
土
地
荒
神
社
の
神
主
に
よ
っ
て

舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
寛
政
十
年

（
一
七
九
八
年
）の「
祷
家
順
番
帳
」

等
の
記
録
に
よ
る
と
、
宝
暦
年
間

よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
平

成
十
七
年
二
月
に
は
国
の
「
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
そ
の
舞
い
振
り
や
奏
楽
は
、
毎
年

十
月
の
大
土
地
荒
神
社
例
祭
で
、
昔

な
が
ら
の
形
で
受
け
継
が
れ
て
お

り
、
出
雲
大
社
の
門
前
町
と
し
て
、

盛
ん
だ
っ
た
芝
居
興
行
に
よ
る
影
響

も
あ
っ
て
か
、
と
か
く
観
衆
を
意
識

し
、
楽
し
ま
せ
る
所
作
・
演
出
が
随

所
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
能
舞

の
要
素
が
多
分
に
含
ま
れ
た
舞
い
も

残
っ
て
お
り
、
腰
に
「
ま
く
ら
」
を

背
負
っ
た
上
に
衣
装
を
着
け
る
と

い
っ
た
、
独
特
な
容
姿
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
の
活
動
と
し
て
は
、
大
土
地

荒
神
社
例
祭
は
も
と
よ
り
、
出
雲
大

社
例
祭
へ
の
奉
納
神
楽
、

県
内
外
で
の
公
演
も
し

て
い
ま
す
。
平
成
四
年

に
ア
メ
リ
カ
・
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
や
エ
レ
ン
ズ

バ
ー
グ
、
平
成
五
年
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
パ

リ
日
本
文
化
祭
」
や
イ

ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
で

（
一
七
六
〇
年
前

後
）
に
は
既
に
素
人

神
楽
が
舞
わ
れ
、
そ

の
頃
か
ら
子
ど
も
も

舞
を
奉
納
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
、

三
百
年
以
上
途
絶
え

る
こ
と
な
く
民
衆
に

の
公
演
と
い
っ
た
好
機
に
恵
ま
れ
、

国
外
で
も
神
楽
を
披
露
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
国
譲
り
神
話

の
舞
台
で
「
稲
佐
の
浜
夕
刻
篝
火

舞
」
を
自
主
開
催
す
る
等
、
神
楽
の

素
晴
ら
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
公
演
活
動

も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
　

ど
　
ち
　
か
ぐ
ら
　
ほ
　

ぞ
ん
か
い
　

か
ぐ
ら
　

か
た

　
　
お
お
　

ど
　
ち
　

こ
う
じ
ん
じ
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
　

や
　
じ
ゅ
ん
ば
ん
ち
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
　

ど
　
ち

こ
う
じ
ん
じ
ゃ
れ
い
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
な
　

さ
　

　
　
は
ま
ゆ
う
こ
く
か
が
り
　

び

ま
い

　
　
　か
ん

　げ
つ

　さ
い

　
　 

　
　
　
　
　お
お

　
　ど

　
　ち

　
　か
ぐ
ら

〜
観
月
祭

　
　

 

大
土
地
神
楽
奉
納
〜

日
時
　
十
二
月
二
十
日（
水
）

注
連
縄
奉
納
奉
告
祭

髙
瀬
神
社
注
連
縄
奉
納
講
の
ご
案
内

　
「
注
連
縄
奉
納
講
」
は
、
大
神
様
の
御
神
徳
に
感
謝
し
、
年
末
に
注
連

縄
の
か
け
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
注
連
縄
は
、
県
内
で
収
穫
さ
れ
た
稲

わ
ら
を
用
い
、
奉
賛
者
の
願
い
事
を
記
し
た
用
紙
を
一
緒
に
編
み
こ
ん
で

大
神
様
の
更
な
る
御
加
護
を
戴
く
こ
と
を
願
い
、
奉
納
致
し
ま
す
。

日
時
　
八
月
七
日（
月
）
午
後
三
時
よ
り

七
夕
祭・技
芸
上
達
祈
願
祭
の
ご
案
内

　
八
月
七
日
に
「
七
夕
祭
」
を
行
い
ま
す
。
織
姫
さ
ま
の
裁
縫
上
手
に
あ

や
か
り
、
習
い
事
が
上
達
す
る
よ
う
祈
願
す
る
「
技
芸
上
達
祈
願
祭
」
を

行
い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
是
非
お
参
り
下
さ
い
。

　
な
お
、
七
月
十
五
日
（
土
）
か
ら
八
月
七
日
（
月
）
ま
で
御
本
殿
前
に

て
短
冊
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
自
由
に
願
い
事
を
書
い
て
納
め
て

下
さ
い
。

◆
一
口
　
一
万
円

◆
締
切

　
平
成
二
十
九
年

　
　
　
　
九
月
三
十
日

◆
奉
賛
者
名
、
願
意
を

記
入
戴
い
た
用
紙
を

注
連
縄
に
編
込
ん

で
、
成
就
を
願
い
ま

す
。
奉
納
者
名
は
向

拝
に
掲
示
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
方
法
　
　

申
し
込
み
用
紙
を
ご

記
入
に
な
り
社
務
所

へ
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

※
申
し
込
み
用
紙
に
つ
い

て
は
社
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
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平
成
二
十
九
年

四
月

• 　
三 

日
　
 株
式
会
社
か
ん
で
ん

 

 　
　
　
エ
ル
フ
ァ
ー
ム

 

 笹
嶋
工
業
株
式
会
社

 

 （
新
入
社
員
の
御
祈
祷
）

• 　
五 

日
　
 西
部
森
林
組
合
　
　

• 　
六 

日
　
 南
砺
市
交
通
安
全
協
会

 • 十
二
日
 南
砺
市
シ
ル
バ
ー

 

 　
　
　
人
材
セ
ン
タ
ー

団
体
参
拝
日
誌
抄 

（
平
成
二
十
九
年
四
月
〜
六
月
）

• 十
九
日
 一
の
宮
巡
り
の
旅

 

 　
　
　
　
　
　
ご
一
行

• 二
十
二
日
 砺
波
神
社
総
代

 

 　
　
　
　
（
北
海
道
）

 • 二
十
七
日
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ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
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グ
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式
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社

 

 （
創
立
記
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拝
）

五
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神
下
組

• 二
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七
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 ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

 

 　
　
　
　
　
　
名
古
屋

団
体
参
拝
の
ご
案
内

　
古
来
よ
り
様
々
な
ご
縁
を
結
ぶ
福

の
神
・
結
び
の
神
で
あ
る
大
国
主
命

（
大
国
様
）
を
お
ま
つ
り
す
る
当
神

社
で
は
、
会
社
の
参
拝
（
安
全
祈

願
・
創
業
記
念
日
）、
必
勝
祈
願
、

同
窓
会
記
念
参
拝
等
の
各
種
団
体
の

祈
願
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
社
務
所
へ
お
願

い
し
ま
す
。

お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

だ
い
こ
く
さ
ま

宝
物
殿
の
ご
案
内

　
古
代
の
石
器
や
加
賀
藩
主
前
田
家

奉
納
品
な
ど
、
当
神
社
縁
の
宝
物
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
ご
参
拝
の
際

は
、
ど
う
ぞ
ご
観
覧
下
さ
い
。

開
館
日
時

 

事
前
に
社
務
所
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
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料
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「
本
殿
御
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」
赤
本
絹
大
和
錦
縁

　
髙
瀬
神
社
宮
司

　
　
藤
井
　
秀
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殿

○
「
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霊
殿
胴
長
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鼓
張
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」
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瀬
神
社
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藤
井
　
義
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「
萬
歳
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」

　
株
式
会
社 

竹 

重

　
　
宮
司
米
寿
祝
に
御
奉
納
戴
き
ま

し
た
。
萬
歳
幡
の
由
来
は
吉
祥
の
所

以
で
天
皇
御
即
位
式
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
階
前
に
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
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「
参
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岡
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井
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六
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会
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五 

日
　
 伊
香
保
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野
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部
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日
 U
P
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ラ
ベ
ル

（
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称
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）

各
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お
問
い
合
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せ
に
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き
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て
は
、

社
務
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へ
ご
連
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下
さ
い
。
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七
六
三
）
八
二

－

〇
九
三
二

子
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て
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井
　
友
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進
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撮影：南部スタジオ
平成 29 年 7月1日

高瀬神社 検索

只 今
春の婚礼
ご予約
受付中このバンケットホールでのご結婚披露宴のご予約を承っております。

お気軽にお問い合わせ、ご相談いただきますよう、お待ち申し上げます。

縁結びの神様に誓う

伝統の結婚式を挙げていただく、

一生に一度の日だからこそ、

一日一組のカップルの為だけに、

このバンケットは生まれました。

おもてなしバンケットホール
一日一組限定の

仕事内容　結婚式・披露宴でのサービス業をご担当いただきます
勤務時間　土・日・祝日／9:00～18:00の間（披露宴時間による）
勤 務 地　南砺市高瀬291　髙瀬神社内
給　　与　時給1,000円以上　研修30ｈは時給900円
待　　遇　制服貸与　食事手当500円

土・日・祝日の空いた月曜日だけ! 事前にシフトを決めて働きましょう!!
未経験者歓迎! 丁寧に教えます!

髙瀬神社  ブライダル事業部
℡（0763）82-1131  中井　面接随時・先ずはお電話を

月単位のシフト制なのであなたの都合に合わせて働けます

縁結びの神様のもとで幸せのお手伝いをしてみませんか
やさしいあなたの力を必要としています

越中一宮 髙瀬神社 ブライダル


